
●かいせつ 

 この映画のモデルは、大戦中、「戦争は罪悪である」と断じ、国家と宗門から処断された、大谷派僧侶の竹中彰元氏です。竹中氏

は、大戦当初、国や本山が唱える「正義の戦争」に賛同し、布教師として多くの信徒を積極的に戦地へと送りだしていました。 しかし、

戦争が生み出す現実から「戦争は罪悪である」と気づかされた時から、僧侶としての懺悔の日々が始まったのです。 

この映画はドキュメンタリーではなく、あくまでも創作されたものです。登場する僧侶も大谷派僧侶ではなく禅僧となっていますし、舞

台も竹中氏の出身地である岐阜ではなく瀬戸内海の島ですが、竹中氏の葛藤は十分に観る人の心に伝わってきます。そして、私たち

の「明日」をも考えさせてくれる映画にもなっています。 

 

日時 ： 2018年 12月 9日（日）    一回目  14時 30分  上映開始 

      16時 20分  アフタートーク 

                                  二回目  17時 00分  上映開始 

      18時 40分  アフタートーク  

会場 ： 金沢東別院 真宗会館 1階ホール     金沢市安江町 15-52（横安江町） 

                       入場無料  別院内に無料駐車場あります 

問い合わせ先 ：    常照寺 佐藤  076-275-2351  、 徳法寺 杉谷  076-241-5219 

主催 真宗大谷派金沢教区 心の相談室



 


